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CME中に発生した太陽電波Type-Iバーストと関連するコロナ磁場構造
Solar radio type-I radio bursts generated during CMEs and their related magnetic struc-
tures
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コロナ中で高エネルギーに加速された電子ビームの一部は、付近のプラズマ粒子を振動させることで静電波を励起す
る。それが電波に変換されたものが太陽電波バーストとして地球で観測される現象である。メートル波帯域で発生する
太陽電波バースト現象の 1つに Type-Iバースト (通称 noise storm)と呼ばれる現象がある。type-Iバーストは CMEと共
に観測されることがあると指摘されているが、今までそれらの物理的関連は詳しく解明されてこなかった。type-Iバース
トの放射には指向性があるため、放射源である活動領域が太陽面の中心付近にあるときに観測することが望ましい半面、
コロナの三次元的磁場構造はリム方向からの撮像観測が有効である。地球軌道からの観測のみでは、この二つの観測条
件を同時に満たすことは不可能である。2006年に打ち上げられた STEREO衛星は地球周回軌道を脱出し、太陽を地球
とは異なる角度から観測することが可能である。本研究では、地球から見てディスク中心に存在する活動領域に対して、
地球からの電波バースト観測と STEREO衛星でリム方向からの撮像観測が同時に成立したデータセットを用いて解析を
行った。なおこのときの STEREO衛星は太陽-地球方向に対して 65から 70度離れた軌道に位置していた。
　 type-Iの発生と減光現象が 2010年 2月 6日から 7日にかけて観測された。その間 STEREO衛星は複数の CMEを観

測し、観測された type-Iの強度は最初の CME発生の後に強くなり次の CME開始の前に減少していたことがわかった。
更に SOHO/MDIの光球面磁場を用いた potential-field source-surface磁場の計算と比較した結果、CMEや type-Iバース
トを放出した活動領域の磁場構造は周辺の磁場と多重極子構造を形成し、CMEはその多重極子中心にある磁気中性線付
近で発生していることが示唆された。以上から本研究では多重極子磁場中で発生する CMEモデルを使って type-Iの発
生から減光までを説明することを試みた。このモデルでは CME発生後その足元にカレントシートが形成される。この
カレントシートは CME発生後もリコネクションを続けることが可能で、CME後に発生した type-Iバーストを説明でき
る。更に 2回目の CMEにつながる磁気ループの膨張が電波放射源周辺の磁場構造に変調を与えたと仮定すると、2回目
の CMEの発生前に type-Iの減光が起きたことを説明できる。この仮定は type-Iバーストが減光したときに最初の CME
は type-Iバーストの放射高度から数太陽半径上空に位置し、CME本体が放射源に直接変調を与える可能性は低いという
観測結果とも一致し、一連の観測結果を矛盾なく説明出来ている。
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